
　　

季
節
の
野
菜
生
産
を
意
識
し
、

主
に
庭
先
販
売
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り

観
光
農
園
を
開
園
し
て
お
り
、
近

隣
の
方
々
は
も
と
よ
り
他
の
地
域

か
ら
訪
れ
る
方
も
お
り
、
地
域
の

賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
第
24
期
の
農
業
委
員
会
会
長

を
務
め
る
な
ど
地
域
農
業
の
発
展

の
た
め
、
自
ら
陣
頭
指
揮
を
執
り
、

狛
江
市
の
農
業
に
多
大
な
る
貢
献

を
さ
れ
て
い
る
優
秀
農
業
経
営
者

で
す
。

　

狛
江
市
の
子
供
た
ち
に
地
産
地

消
や
食
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も

ら
う
た
め
、
中
学
校
給
食
へ
食
材

供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
人
だ

け
で
は
な
く
、
集
団
と
し
て
納
品

す
る
こ
と
で
、
足
り
な
い
品
目
を

補
い
合
い
、
年
間
を
通
し
て
安
定

し
た
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　

先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
土
地
で

植
木
や
野
菜
の
生
産
を
す
る
中
で
、

野
菜
を
育
て
る
こ
と
を
両
親
に
学

び
な
が
ら
本
業
で
あ
る
造
園
業
に

従
事
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
や
青

年
会
に
も
所
属
し
、
祭
事
や
イ
ベ

ン
ト
等
の
地
域
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
周
囲
か
ら

の
信
頼
も
厚
い
、
将
来
の
有
望
な

優
秀
農
業
後
継
者
で
す
。

　令和８年２月��日に東京都羽
村市のプリモホールゆとろぎに
おいて、第��回東京都農業委員
会・農業者大会が開催されまし
た。記念行事として農業委員会
等の功労者の表彰、企業的農業
経営者顕彰及び農業後継者顕彰
の表彰式が行われました。

第
67
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た

第
67
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

農
業
委
員
会
が
推
薦
し
た

令
和
７
年
度  

顕
彰 

受
賞
者
紹
介

農
業
委
員
会
が
推
薦
し
た

令
和
７
年
度  

顕
彰 

受
賞
者
紹
介

企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
（
個
人
部
門
）

荒
井
　
悟 

さ
ん

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
（
集
団
活
動
部
門
）

狛
江
市
農
産
物
直
売
会

全
国
農
業
会
議
会
長
賞

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

農
業
後
継
者
顕
彰白

井  

大
介 

さ
ん

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

狛江市
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狛
江
市
内
で
も
１
・
２
を
争
う

広
大
な
農
地
を
管
理
し
て
お
り
、

本
人
・
妻
・
息
子
の
３
名
で
多
品

目
の
野
菜
、
野
菜
苗
、
シ
ク
ラ
メ

ン
、
花
壇
苗
な
ど
を
意
欲
的
に
栽

培
し
て
い
ま
す
。
体
験
農
園
60
区

画
も
経
営
し
て
お
り
、
市
民
等
に

都
市
農
業
へ
の
理
解
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
狛
江
Ｇ
Ａ
Ｐ
研
究
会
に

も
参
加
し
、
消
費
者
へ
の
安
心
・

安
全
な
農
産
物
の
提
供
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
農
業
委
員
を
２
期
務

め
る
な
ど
農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
優
秀
農
業
者
で
す
。

　

所
有
す
る
農
地
を
最
大
限
に
活

用
し
て
少
量
多
品
目
の
野
菜
・
果

樹
の
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
地
域

の
方
々
と
の
交
流
を
大
切
に
し
な

が
ら
都
市
農
地
で
の
農
業
を
効
率

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
狛
江
市
農
産
物
直
売
会

会
長
や
狛
江
Ｇ
Ａ
Ｐ
研
究
会
会
長

を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
狛
江
農
業
の

中
核
を
担
う
、
農
業
振
興
に
お
い

て
他
の
模
範
と
な
る
優
秀
農
業
経

営
者
で
す
。

　

農
業
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。

　

相
続
税
の
納
税
猶
予
に
関
す
る

適
格
者
証
明
書
や
生
産
緑
地
に
係

る
農
業
の
主
た
る
従
事
者
証
明
、

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
農

地
の
権
利
移
転
許
可
申
請
等
を
審

議
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
に
つ
い
て
は
農
地
法
等
に

基
づ
く
各
種
の
届
出
が
必
要
で
す
。

農
業
委
員
会
で
取
り
扱
っ
て
い
る

主
な
手
続
き
を
ご
案
内
し
ま
す
。

①
農
地
法
第
４
条
の
届
出

　

農
地
所
有
者
が
自
身
で
所
有
し

た
ま
ま
農
地
を
駐
車
場
に
す
る
な

ど
、
農
地
転
用
を
行
う
場
合
に
事

前
に
必
要
な
届
出
で
す
。

②
農
地
法
第
５
条
の
届
出

　

農
地
を
売
却
し
、
宅
地
に
転
用

さ
れ
る
な
ど
、
所
有
権
移
転
を
伴

う
農
地
転
用
を
行
う
場
合
に
事
前

に
必
要
な
届
出
で
す
。

③
引
き
続
き
農
業
経
営
を
行
っ
て

　

い
る
旨
の
証
明
書

　

相
続
税
納
税
猶
予
の
特
例
適
用

の
継
続
の
た
め
、
３
年
毎
に
必
要

と
な
る
証
明
で
す
。

④
生
産
緑
地
に
係
る
農
業
の
主
た

　

る
従
事
者
証
明
書

　

相
続
が
発
生
し
、
市
長
に
対
し

て
生
産
緑
地
の
買
取
り
申
し
出
を

行
う
場
合
に
必
要
と
な
る
証
明
で

す
。

⑤
農
地
法
第
３
条
の
３
の
規
定
に

　

よ
る
届
出
書

　

農
地
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た

場
合
は
、
農
業
委
員
会
へ
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
日
頃
か
ら
農
地
が

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
、
適

宜
見
回
り
を
実
施
し
て
は
い
ま
す

が
、
肥
培
管
理
な
ど
つ
い
て
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
に
は
地
区
担
当
委
員

が
苦
情
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
総
会
を
開
催

各
種
届
出

苦
情
対
応

農
業
委
員
会
の
活
動

冨
永  

和
身 

さ
ん

農
業
功
労
者
表
彰

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

冨
永  

茂
和 

さ
ん

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

生産緑地の
貸借の相談を

受け付けています！

生産緑地の
貸借の相談を

受け付けています！

生産緑地の所有者や
都内農業者の方へ

　都市農地の貸借の円滑化に関する法
律の施行により、事実上困難であった
生産緑地・相続税納税猶予制度適用農
地の貸借や市民農園の開設が可能にな
りました。（一社）東京都農業会議では、
生産緑地の貸借についてのご相談を受
け付けています。
　生産緑地所有者や規模を拡大したい
農業者を対象に、「生産緑地を貸した
い」「借りたい」といった内容をはじめ、
生産緑地の貸借の留意点や手続きにつ
いてのご相談は、東京都農業会議［ホー
ムページのお問い合わせフォーム
（https://www.tokaigi.com/pages/
19/）または、TEL03-3370-7146］へ
（相談無料）。

豊かな老後に備えて、
安心できる農業者年金へのご加入を！

■農業者年金は、積立方式で
　加入・受給者数に左右され
　にくい公的年金です。
■貯金感覚でメリットを受け
　ましょう。

お問い合わせは 狛江市農業委員会事務局へ
☎03-3430-1111
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等
の
作
業
を
説
明
を
受
け
な
が
ら

施
設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
様
々

な
設
備
導
入
に
よ
り
、
省
力
化
が

さ
れ
て
お
り
、
少
人
数
で
も
多
く

の
苗
を
し
っ
か
り
と
管
理
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
市
内
農
家
で
も
多
く

の
方
が
生
産
し
て
い
る
ネ
ギ
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
、
大
変
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
、
農
業
委
員
会
で
は
、

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
に
あ
る

株
式
会
社
宮
代
葉
菜
育
苗
セ
ン

タ
ー
に
視
察
に
伺
い
ま
し
た
。
こ

の
施
設
は
、
竹
内
園
芸
グ
ル
ー
プ

で
ネ
ギ
・
葉
菜
類
に
特
化
し
た
育

苗
会
社
で
す
。

　

当
日
は
、
ネ
ギ
苗
の
生
産
を
行

う
た
め
の
播
種
、
水
や
り
、
剪
葉

　

令
和
７
年
12
月
25
日
に
市
役
所

市
民
ひ
ろ
ば
で
都
市
農
政
推
進
協

議
会
主
催
の
農
産
物

直
売
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
冬
空
の
中
、

販
売
開
始
前
よ
り
多

く
の
市
民
が
列
を
作

り
、
好
評
な
売
れ
行

き
で
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
狛
江
Ｇ
Ａ
Ｐ
研

究
会
に
よ
る
狛
江
ブ
ラ
ン
ド
農
産

物
駅
前
直
売
を
６
月
23
・
25
日
と

11
月
25
・
26
日
の
４
回
、
狛
江
駅

前
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ほ
こ
み
ち
エ
リ
ア
が
整
備
さ
れ

て
初
め
て
の
直
売
と
な
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
方
々
に
狛
江
ブ
ラ
ン

ド
農
産
物
を
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
（
土
）
に
全
て
の
市

民
農
園
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会

委
員
が
土
づ
く
り
や
作
付
け
、
肥

培
管
理
な
ど
の
悩
み
や
疑
問
を
解

決
す
る
一
助
と
し
て
、
現
地
を
訪

れ
て
、
利
用
者
か
ら
直
接
相
談
を

伺
い
ま
し
た
。
農
園
利
用
者
か
ら

は
、
実
際
に
農
業
の
プ
ロ
で
あ
る

農
業
委
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞

け
て
良
か
っ
た
と
大
変
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
法
に
基

づ
き
、
委
員
全
員
と
事
務
局
職
員

で
年
３
回
、
５
月
、
９
月
、
12
月

の
総
会
後
に
、
農
地
が
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た

め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

農
地
は
大
切
な
限
り
あ
る
資
源

で
す
。
き
ち
ん
と
耕
作
さ
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
価
値
が
認
め

ら
れ
る
も
の
で
す
。
特
に
生
産
緑

地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
、
相

続
税
等
納
税
猶
予
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
税
制

上
優
遇
さ
れ
て
い
る
の
で
、
よ
り

適
正
な
肥
培
管
理
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
日
頃
か
ら
適
正
な
農

地
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

視
察
研
修

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

狛
江
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物

駅
前
直
売

市
民
農
園
現
地
相
談
会
を

実
施
し
ま
し
た

狛
江
産
農
産
物
直
売

市民農園現地相談会
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農
業
委
員
会
は
子
ど
も
家
庭
課

と
連
携
し
て
、
令
和
７
年
７
月
４

日（
金
）あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
で

食
育
講
習
会
「
狛
江
の
畑
を
食
べ

よ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
増
田
委
員
か
ら
農
業
委

員
会
の
活
動
を
紹
介
し
た
後
、
松

坂
委
員
よ
り
ナ
ス
や
ト
マ
ト
な
ど

の
夏
野
菜
の
栽
培
に
つ
い
て
、
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
講
話
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
増
田
委
員
よ
り
、
狛
江

産
の
夏
野
菜
を
使
っ
た
ナ
ス
の
蒲

焼
き
と
ト
マ
ト
の
冷
製
ス
ー
プ
の

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
試
食
し
ま
し
た
。

季
節
の
野
菜
の
美
味
し
さ
を
堪
能

し
、
参
加
し
た
み
な
さ
ま
か
ら
も

大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
委
員

　
鈴
木
康
久
　
　
名
古
屋
隆

　
増
田
純
代
　
　
石
倉
雅
裕

　

第
21
号
を
発
行
し
ま
す
。
第
25

期
の
農
業
委
員
会
も
最
終
年
と
な

り
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
活
動
を

通
し
て
、
農
家
の
み
な
さ
ん
の
お

役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ

う
か
？

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
農

産
物
の
生
育
に
影
響
が
出
た
り
、

前
例
の
な
い
暑
さ
の
中
で
の
除
草

作
業
な
ど
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
熱
中
症
に
十
分
留

意
い
た
だ
き
な
が
ら
、
貴
重
な
農

地
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
３

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

日
頃
よ
り
、
農
業
委
員
会
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
が

会
長
と
な
っ
て
か
ら
３
年
目
に
入

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
気
候
変
動
、

肥
料
・
資
材
・
燃
料
等
の
高
騰
な

ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
、
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
農

業
の
あ
る
風
景
を
狛
江
に
残
し
、

緑
豊
か
な
地
域
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
に
、
農
業
委
員
会
と
し
て

も
、
引
き
続
き
農
業
者
の
皆
さ
ん

に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
に
よ
り

農
地
保
全
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
　
小
川
　
保
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　全国農業新聞は、経営と暮らしに役立つ農業専門誌
で、狛江市農業委員会では、多くの農家さんに購読を
促す普及活動を行ってきました。その活動が実を結び、
農業委員数対比普及率が全国１位となりました。

全国農業新聞の普及率が
全国１位になりました

ナスの蒲焼き

●材料（一人分）
　ナス  　２本
　大葉 　２～３枚
　ごま油 　大さじ１
　水 　大さじ１
　★酒 　大さじ１
　★しょうゆ　大さじ１
　★みりん 　大さじ２

①ナスはヘタを取り１本ずつラップをしてレンジ600Ｗ
で２分半加熱する。
②ナスのラップをはずし、縦に切れ目を入れて開く。
③大葉は千切りにする。
④フライパンにごま油を入れ、ナスの皮を上にして中火
で約１分、裏返して約１分焼く。
⑤④に★をいれ絡める。器にナスと大葉を盛り付けて完成。

①トマトは洗ってヘタだけとり、おろし器ですりおろす。
②①をボウルに入れ★を入れる。
③②を器に入れ、細かく刻んだきゅうりをトッピングし
て完成。

トマトの冷製スープ

●材料（４人分）
　大玉トマト（約150ｇ）２個
　キュウリ（トッピング）少々
　★人参ジュース　大さじ３
　★レモン汁　小さじ２
　★塩　少々
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（4）2026（令和８）年６月 第21号狛江市農業委員会だより

経営と暮らしに役立つ
情報がいっぱいの農業専門誌
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